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　APO（Audio Processing Object）は，現在のWindows 
11でも進化中の機能であるCore Audioと呼ばれるサ
ウンド・オーディオ機構に，エフェクト（FX，Effects
の略語）と呼ばれる各種音響効果を追加するユーザ・
モードのドライバです．この機構により，さまざまな
ソフトウェアやハードウェアで，会話や3D音響を含
むさまざまな音響入出力処理を行えます．
　 こ れ ま で， 本 連 載 で 開 発 し て き たAPOを，
Windows PCに標準的に組み込まれているオーディ
オ・デバイス・ドライバに後から組み込んで，動作さ
せてきました．今回は，デバイスに固有のAPOとし
て組み込んで動作させてみます．

● 今回やること…USBオーディオDACのドライ
バにAPOを組み込む

APOは本来，「各デバイスに固有のオーディオ効
果」を動作させるもので，市販のオーディオ機器や
ゲーム用オーディオ・デバイスなどでよく使われる機
能です．ひと昔前，Windows 10の初期までは，各
オーディオ・デバイス・メーカが独自にオーディオ拡
張機能を開発して組み込むことが一般的でした．
　APOの仕組みが実装されてからは，次のような特
徴により，徐々に各種オーディオ製品で利用されるよ
うになってきました．

・ ハードウェア技術とソフトウェア技術を分離して
製品化可能

・ ソフトウェアやインターフェースを共用・共通化
可能

・ 独自機能・処理技術を流用されない
・ ドライバ・パッケージ（詳細は後述）と共に配布・
管理できる
今回は，これまで開発したAPOを，写真1に示す

ようなUSBオーディオDACのオーディオ・ドライバ
に組み込んで動作させます．

基礎知識①…INFとインストール

● インストールに必要なパラメータ情報を持つ
INFは，Setup Information File（INF） の 略 で，

Windowsドライバのインストールに必須のテキスト・
ファイル・パラメータです．

Windowsの歴史とほぼ同じく発生し，Windows 95
で標準化されました．その後，仕様は何回か更新され
ましたが，Windows 10でドライバ・アーキテクチャ
がWindows Phone，Xbox，Windows IoT Coreなど
を取り込んでUniversal Driverとして再定義したもの
が，現在のINFの仕様となっています．
　INFはドライバ・バイナリ（実行モジュール）以外
のドライバと，ドライバ・インストールに必要なパラ
メータ情報を持ちます．複数ドライバの利用やレジス
トリの設定など，Windowsドライバの動作とインス
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写真1　USBオーディオDACの製品例
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